
コロナ禍における
触法者の再犯防止を支える

総合支援事業

コロナ禍における
触法者の再犯防止を支える

総合支援事業

令和 3 年度活動報告書

社会福祉法人 光風会

居住支援

住宅の確保が難しい支援対象者に対し、居住相談を受けアパートの内覧の同行や引っ越しの支

援を実施しました。また法人の有する無料低額宿泊所の居室を提供し、居住地の確保をおこな

いました。居住地が遠方になった場合でも電話での様子観察や訪問をおこない居住環境と生活

状況を継続的に確認しました。

コロナ禍において帰国困難等により支援対象者となった外国人に対して相談支援や情報発信を

実施しました。警察署や裁判所による通訳支援や司法支援をおこないました。また警察署の協

議会に参加し、地域外国人に対して犯罪防止の啓発活動を共に実施しました。

また山梨県国際交流協会等と連携し、外国人居住者の生活相談等を受け付け支援を実施するこ

とで孤立や孤独を防ぐ取り組みをおこないました。

本事業を通して支援を実施した支援対象者は約 25名となり、地域生活に移行し一人暮らしを

おこなっている支援対象者は 8名であり、再犯率は０％を達成しました。支援対象者の再犯

を防止するためには一時的な支援だけでなく、継続的な支援が必要であると本事業を通して改

めて実感しました。特に就労支援では就職後の生活環境の変化に伴う精神的なアフターフォ

ローも必要であると感じました。他の支援も含めて今後も支援対象者に対する支援を継続し、

更生保護の普及に貢献していきます。

外国人に対する支援

まとめ



はじめに

社会福祉法人光風会では高齢・障害・児童・生活保護・生活困窮と幅広い社会福祉事業を実施し

ております。法人の理念である「利用者の立場で」を考えながら支援を実施し、どのような環境

や立場であっても常に尊重されながら生きていくことを支援するという考えを基本としています。

法人内において救護施設や無料低額宿泊所を運営しており、制度の狭間にあって必要な支援を

受けることのできない対象者の最後のセフティーネットとしての救護活動、住宅要配慮者に向

けた居住支援活動や刑務所出所者等の支援の自立準備ホーム、施設退所者や地域生活困難者を

支援する保護通所事業等など、様々な事業を展開しています。

生活状況によっては医療的支援や行政と連携した支援が必要となり、基礎疾患や精神疾患を

持った支援対象者に対し病院受診や行政機関への手続きに同行しました。支援対象者が地域

での生活を送るのにあたり、健康維持は重要事項であるため看護師や管理栄養士の資格を有

する職員が必要に応じて面談を実施しました。

また一人暮らしをおこなっている支援対象者には食料配布や必要に応じて家計管理をおこな

い、本人にとって必要な支援をおこなうとともに孤立や孤独を防ぐ取り組みを実施しました。

就労を希望する要支援対象者に対して就労支援者機構やハローワークと連携し、就職先の紹

介等を実施しました。就職に向けた支援として履歴書等の書き方のアドバイスやオンライン

面接に必要なタブレットの貸し出し等も必要に応じて実施しました。

就職が決定した支援対象者に対しては必要に応じて自転車や原動付自転車を貸し出し、就労

刑務所出所の高齢化に伴い、状況に応じて福祉サービスの利用を希望する支援対象者に対し

ては行政手続きに同行し要介護認定や障害区分認定の申請を支援しました。施設入所や訪問

等の支援を関係機関と連携しながら実施し、手帳の取得や年金等の確認をおこないました。

新型コロナウイルス流行に伴い、解雇や失業などによる生活困窮者の相談件数は増加していま

す。特に触法者の支援に対しては生活困窮に陥り、再び犯罪を起こさないように継続的な支援

が必要とされています。

本事業を実施するにあたり、一時的な居住地や就職先の確保だけでなく継続的な支援を実施し、

地域生活での復帰を目指すとともに再犯を防止し、社会的な孤立や孤独を防ぐことに取り組ん

できました。

支援対象者だけでなく、行政や保護観察所、地域生活定着支援センター等から相談を受け、支援

対象者には社会福祉士や精神保健福祉士の資格を有する職員がアセスメントをおこない、支援の

本事業の取組みについて
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に取り組める環境調整もおこないました。就

職後も定期的な面談や生活や金銭の状況を確

認し、フォローアップを実施しました。

また一般就労が難しい支援対象者に対しては

法人内の事業所や近隣の農家等と連携し、就

労訓練を実施し、一般就労の前段階としての

支援に取り組みました。

ニーズの把握と支援内容の説明をおこないました。

定期的に支援対象者と面談を実施し、本人の生

活環境や支援の方向性を確認することで、必要

な支援へ繋げる支援を実施しました。


